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　スキーの歴史は古く，紀元前2000年頃に，ウラル・ア
ルタイ山脈周辺に発生し，ユーラシア大陸の北部各地に
広まったと考えられている。そのうち，特に北欧地域で
発達し，ノルウェーでは軍隊に採用されて，めざましい
進歩をとげた。ノルウェーの軍隊では，すぐれたスキー
技能を有する兵士を養成するため，競技会を行い，その
優勝者を国王が表彰するようになった。競技の方法につ
いての詳細は明らかでないが，後に民間のスキー団体が
結成され，スポーツとしての競技会が開催されるように
なってからは，距離競技とジャンプ競技，及びこの2種
目の複合競技となった。これらを総称してノルディック
競技という。斜面を滑降することを主とする競技が北欧
に見られなかった訳ではないが，地形上，ノルディック
種目を中心に発達したことは当然と考えられる。
　これに対して，アルペン競技は，中部ヨーロッパのア
ルプス山岳地帯で発達したもので，そのためアルペン競
技という名称が使われている。
　ノルウェーで，スキーの回転技術にづいての記述が見
られるのは，1879年クリスチャニア（オスロの古名）郊
外のハスビーヒルで第一回スキージャンプ大会が開催さ
れた際，テレマーク地方出身の若者たちの，あざやかな
停止回転について述べられ，後に回転技術としてテレマ
ークという名が付けられたことに始まる。他にクリスチ
ャニアなる回転法もつくられたが，何れも停止技術とし
て発展し，山岳スキーの連続谷廻り回転技術に発展する
までには，時間を要した。
　17世紀末，スェーデソで，ある学校の教師が，生徒た
ちにスキー競技をさせている。これは短かい急斜面か
ら，結氷した湖上を滑らせたもので，むしろスケートに
近いものであった。
　このようにして，北欧におけるスキー競技は盛んにな
り，ノルゥェーでは国技となって，めざましい発達を
し，ヨーロッパの各国にも普及した。しかし，このスキ
｝競技はあくまでノルディック型のものであって，距離
競技の中で，急斜面を滑降し，障害物を避けるために方
向変換をすることはあっても，滑降や回転のみによる競
技は創設されなかった。
　今日われわれがアルペン種目と呼ぶ競技は，その名の
とおり，ヨーロッパ・アルプスにおいて始まり，発達し
たものである。
　1922年，イギリスのサー・アーノルド・ランが，スイ
スのミューレンで回転競技の大会を開催した。公式に
は，この大会がアルペン競技の始まりとされている。ラ
ンはこの競技にノルウェー語のスラロームという名称を
用いている。ランがその後国際スキー連盟の重要な立場
にあったこともあって，ミューレソでのスラローム大会
が，アルペン競技の始まりとされるようになったが，そ
れより早く，1905年にオーストリアのリリエンフエルド
で開催された競技会が，すべての回転系のアルペン競技
の始めであるという説がある。この時の競技会記録が残
されているので，これによって，スキーアルペン競技の
創設が，1922年か1905年かの何れであるかを確かめてみ
たい。
　1905年3月19日，オーストリア，トライゼンタールの
リリエンフエルドで開催されたスキー滑降競技が，スキ
ーの歴史の中での最初のスラローム大会であると主張さ
れている。主催者であるリリエンフエルドのアルペンス
キークラブによって編さんされた記録文書は，この歴史
的な出来事の証明であり，そしてまた，創始者，運営責任
者であったマチアス・ッダルスキー（Mathias　Zdarsky
1856～1940）の緻密な計画性の証明であるとされてい
る。
　ッダルスキーは，1901年2月24日に，セメリングのゾ
ーンベントスタインで，すでに一つの競技会を開催して
いた。そのときツダルスキーは，コースをふさぐ危険物
である自然木や岩石を，その周囲をまわって，いかに避
けるかについて考慮していたQ
　トールラウフ（Torlauf）という言葉は，まだ使われ
ていなかった。この名称は，1932年プルーシックのこぶ
（障害）の考案者である有名なアルピニスト，Dr．カー
ル・プルーシックによってつくられたものである。
　1905年の最初のスラロームは，現在から考えると大回
転の特徴を持っていた。その規模は次のとおりである。
　　　コース距離……………1950m
　　　標高差……………・…・・488m
　　　関FS数・・・・・…　一・・・・・・・・・・・…　85
　　　最大斜度・………………・t45°
　等高線とコース描写により，見取図は精密に描かれて
いる。，
　1年後の1906年3月25日に，再び競技会が行われた。
今回は第一回大会を模範にスピッツエン・ブランドの競
技場で行われた。この1906年の競技会は，1922年にアー
ノルド・ランがスイスのミューレンで運営したイギリス
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のスラロームに似ている。コースデータは次のとおりで
ある。
　　　コース距離i……………305m
　　　標高差…………………175m
　　　関門数……………………35
　　　平均斜度……………・…・・36°
　1906年の競技会において，コース主任であるマチア
ス・ツダルスキーは，制限タイムを設けた。それは完全
な無転倒の場合に到達でぎるようなものであり，ないし
はその制限タイムより速く到着した場合に優勝できる性
質のものであった。
　この制限タイムが，どの競技者にとっても，無転倒と
いうことでは実現されなかった。そしてこのコースがむ
つかしすぎるとされたときに，ソダルスキーはもう一度
制限タイムの半分以下のタイムで通過してみせた。
　ツダルスキーは，1909年3月14日にも競技会を開催し
た。それは1906年の規模に似ており，スピッツエン・ブ
ランドのスキー場で開催された。その時は5つの違った
ポール構成で，32関門たてられた。
　その後，しばらくは競技会はなかった。ソダルスキー
は，1914年1月に競技規則を起草した。それはその後，
第一次大戦終結後，アルペンスキークラブによって，
1936年まで14回の競技会で使用された。
　この競技規則は，1914年1月24日に刊行されたクラブ
会報“Der　Schnee”の14巻9号に載っている。
　それは自然の条件を考慮して作られたものであった。
原則として，少くとも6kgの目方のリュックサックを
担いで競技しなければならなかった。その他無転倒が高
く評価され，タイムとフォームが考慮された。いわゆる
ストック制動（股制動）は罰点（罰条項）が与えられ
た。
　旗門を伴った競技という考え方は，アルペンスキー競
技連盟に止まらず，ドイツやオーストリアの他の競技連
盟，オーストリア観光クラブ等の他のセクションの競技
会でも，それぞれの尺度で応用されて，この規則が使用
された。
　イギリス人であるサー・アーノルド・ランは，おそら
くこのような地方の競技会に刺激されたのであろうか，
ッダルスキーの根底的な下準備を知ることなく，この考
え方をとりあげた。つまり短かい回転競技を作り，それ
にノルウェーの名称であるスラロームという名前をつけ
たのである。しかしながらこの名称は人々を混乱させ
た。というのは“Slad　Iom”（滑らかな斜面）という言
葉は，ノルウェーによって，もともと傾斜した草地を，
ただ真直ぐに滑走する意味にだけ用いられていたのであ
る。
　ランはノルウェー側からも激しく批難された。すなわ
ちランは，この否ノルウェー的な事柄にノルウェーの名
称を使ったからである。ランは後に遺憾の意を表明し
た。すなわち彼は，カンダハー・レースをつくったとき
に，トールラウフという適切な言葉を知らなかった。も
し知っていれば，母国語である英語のGate　raeingとい
う言葉をとり入れたであろう。
　こうして，このオーストリアの発明は，スイスでイギ
リス人によって，ノルウェーの名前の下で新しい生命を
呼びおこされた。そして今日，最早やスキースポーツか
ら，これを取り除いて考えることはできない。
　アーノルド・ランの提案で，1936年にマチアス・ツダ
ルスキーは，このアルペン競技の最初の創造を認められ
て，カンダハー・スキークラブの名誉会員に推された。
　以上から，スキーアルペン競技の創設は，1905年3月
19日，オーストリア，リリエンフエルドにおける，マチ
アス・ツダルスキーの運営による，スキー競技会である
と考えてよいであろう。
　競技記録報告書の詳細は，極めて精密なもので，現在
の競技会記録に劣らぬものである。その一部を参考資料
として掲載する。
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